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海外に出ているとき

を除いて、例年、八月

は信州で過すのに、今

年は墓原での仕事が立

て込んで、松本へ帰る

のが遅れてしまった。

来週からはまた、日仏

共同研究の打合せとデ

ンマークで開かれるヨ

ーロッパ歴史・思筆

会での「ヨーロッパと

中国」についての報告

のための出張が続くの

で、いま、この理苔山

荘に来ている週末は、

私にとってかげがえの

ないものである。
昨日
も今日も、台風

の影響で松本平の風通

しがよいためか、「西

山」、つまり北アルプ スの山並みが、その緑

の山肌や樹々の茂みま

で、すぐ近くに迫って

来るような感じで遠望

される。平供の頃、浅間温泉

の湯治旅館の部屋から

眺めた「西山」が、や

はり天気のせいで、と

ても近くに感じたとき

の光景がはっきり鶴い

起される。こうして私はいま松

本市
の南東、神田坂下

北山の盟菖山荘のずエ

ランダから、北アルプ

ス
の連盗を見ているの

だが、正面に
常今甘缶、

その左肩に槍
ヶ岳が見

え、蛾ケ岳、大滝山と

筆出脈が続いて、そ

の手前の黒々
と大きい

半円形の鍋冠山やその

磁の小さな室山も望

まれる。常念の右側には横通

岳、東天井岳、大天井 岳があって、次にいわ

ゆるアルプス銀座の

稜線が続き、そのギザ

ギザの先端に燕岳、谷

を隔てて有明山〈信濃

宮士）がくっきりと雲

間に浮かんでいる。そ

の右側には
餓鬼岳、蓮

華岳があり、速くに針

ノ木岳、高瀬の谷をま

たいで爺ケ岳、蹄島槍
私が名前を知っている

山々で、そのほとんど

事私は何回も登ってい

るのだが、実は視界の

三分の一近く、つまり

大滝山から乗鞍岳まで

の前山の
名前がわから

ない。望岳山荘のみな

久手d、松本市の大部分

の地点から見て、ほぽ

同様の視界であろう
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の南北の山頂、そして

五竜岳までがここから

見える。その北の唐松

岳や白馬三山は、この

地点からは見えない。

一方、すぐ自の前の

弘法山の右手には、今

年は警の多い
穣岳

が島々谷の奥に盤躍し

ている。以上が私の望缶山荘

か
ら望むことができ、 が、そのあたりについ

ては、
松本案内の容や

パンフレット類、『市

民タイムス』がいつか

載せた山並み案内にも

出ていなかった。『市

民タイムス』はさすが

に一般には本大井岳と

誤昭されてい
る常骨骨缶

の右の
山稜安積通缶と

正確に記していたが、

やはり南部の「西山」 については記蹴がなか

った。島々谷の右側の高

い山並みは安房峠から

焼岳に連なる々轟かと

思うし、位置からすれ

ば、上高地の樽川の右

岸に六百山とともに並

ぶ霞沢岳かもしれない

が、それは松本からは

見えないはずである。
大滝山の手前の小富士

のような峯は黒沢岳か

金松寺山かとも思う。
昨年の夏、徳本峠へ

の途中の岩魚留小屋に

滞留したとき、その近

くの三角点のこ宰信聞

き、このあたりでもっ

とも高い山頂は標高

「戸主八七メ引トルの

小嵩沢山で、殆んど人

跡宋踏のその山頂から

は、木の茂
りを透かし

て松本平が見えるとも

聞いたので、大滝山の

稜線が切れたところを

南へ行った前山の奥の

北アの山並みと名称　市民タイムス-1992.08.11


